
実施内容 イオパミロン・オムニパークの適応外使用

対象患者 消化管造影検査を受けられる患者さん

承認日 2026年8月14日

実施期間 承認後からガストログラフィンの供給が再開するまで

目的・概要

2026年4月にガストログラフィンの製造後自己点検において、ニトロソアミン化

合物が暫定管理値を超えた完成品が検出されたことにより供給停止となり代替

品での対応が必要となりました。当院では、必要な検査や治療を滞りなく実施

するため、代替薬として 「 オムニパーク」または「イオパミロン」を使用する

こととしました。

予想される不利益と対策

オムニパークとイオパミロンは、主に血管内投与（ CT 検査や血管撮影など）

で承認されている医薬品ですが 、消化管造影に関しては現時点で国の承認を受

けておりません。しかし、 オムニパークは社会保険診療報酬支払基金の審査情

報提供事例において、小児に対する消化管造影での使用が認められており、イ

オパミロンは嚥下造影検査において使用され、有効性や安全性に問題のないこ

とが報告されています。

また、本剤は非イオン性ヨード造影剤に分類され、イオン性ヨード造影剤と比

べて、組織への刺激が少なくアレルギー反応などの副作用の発現頻度も少ない

ことが報告されています。

問い合わせ先	
医療法人社団志高会　三菱京都病院　薬剤部

TEL　075-381-2111（代表）

イオパミロン・オムニパークの適応外使用についてのお知らせ

当院では、国内で承認された医薬品を、添付文書に示された使用方法と異なる方法（適応外）で使用する

場合、その適切性・安全性を審査いたします。その結果、倫理委員会にて下記医療が承認されました。対

象者となられる方から事前に同意をいただくことに代えて、当院ホームページにて情報公開することとして

います。

なお、適応外使用の薬物によって発生した副作用については、国の「医薬品副作用被害者救済制度」の対

象外となります。本診療について同意できない場合や、ご不明な点などありましたら、下記の問い合わせ

先までご連絡ください。


